
ズームアップ　高野清見（東京都）
萩ふるさと大使　ビビる大木、きただにひろし（東京都）
ＫＥＮ  ＭＡＴＳＵＩＣＨＩ　岩田憲二（萩市）
被災者の声　澄川宣史、吉岡八洲彦、福島淳也（萩市）
19世紀史のなかの長州藩③「欧米の鉄砲革命と幕末日本」
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P6
P8

P10

　ＮＨＫドラマ「はじまりの歌」で登場した松本川河口の「鶴
江の渡し」。ドラマの写真協力は、萩に拠点を構える若手写真家
マキタオモリツグさん。「主人公、航

わたる

（松本潤）がカメラマン役と
いうことで、ドラマの企画段階から監督や助監督とたくさんや
り取りをしながら、航の影武者として撮影に参加しました」。
　生まれ育った萩で、萩の魅力を写真の力で発信しているマキ
タオさんが撮影した写真６枚を使った卓上カレンダー「萩コレ
クション 2014」が発売されました。「日本海に注ぐ松本川と
姥
うばくら

倉運河が交わる場所で、太陽が沈みゆくなか、漁船が出港
して行くさまを撮影しました。一日の終わりと始まり」。第114号 ２０１3年11月
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釜石市

伊豆の国市
萩市

北九州市・中間市

大牟田市・荒尾市・宇城市

鹿児島市

長崎市

佐賀市
1

3

4

8
5
7

6

2

産
の
推
薦
を
す
る
手
法
を
シ
リ
ア

ル
・
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
い
い
、
遺

産
群
全
体
で
世
界
遺
産
と
し
て
の
価

値
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業

が
所
有
し
現
在
も
企
業
活
動
に
使
用

し
て
い
る
稼
働
資
産
を
含
ん
で
い
る

こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。

　

も
の
づ
く
り
大
国
日
本
の
基
礎
を

つ
く
っ
た
歴
史
を
物
語
る
も
の
で
あ

り
、
稼
働
中
の
大
規
模
な
工
業
施
設

の
登
録
は
文
化
遺
産
保
全
の
新
た
な

モ
デ
ル
を
提
示
す
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

萩
エ
リ
ア
は
、
幕
末
に
西
洋
技
術

を
取
り
入
れ
産
業
化
や
産
業
文
化
形

成
の
舞
台
と
な
っ
た
地
域
の
全
体
像

と
特
徴
を
よ
く
表
し
て
お
り
、
萩
城

下
町
、
萩
反
射
炉
、
恵え

び
す
が
は
な

美
須
ヶ
鼻
造

船
所
跡
、大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
、

松
下
村
塾
の
５
つ
の
資
産（
上
写
真
）

で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

９
月
17
日
、
政
府
が
ユ
ネ
ス
コ
の

世
界
文
化
遺
産
に
、「
明
治
日
本
の

産
業
革
命
遺
産　

九
州
・
山
口
と
関

連
地
域
」を
推
薦
す
る
こ
と
を
決
定
、

27
日
に
は
推
薦
書
（
暫
定
版
）
を
ユ

ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
へ
提
出

し
ま
し
た
。

　

来
年
２
月
１
日
ま
で
に
国
が
推
薦

書
（
正
式
版
）
を
ユ
ネ
ス
コ
に
提
出

す
る
予
定
で
、そ
の
後
イ
コ
モ
ス（
国

際
記
念
物
遺
跡
会
議
）
の
調
査
や
審

査
が
行
わ
れ
ま
す
。
平
成
27
年
６
月

頃
に
世
界
遺
産
委
員
会
で
世
界
文
化

遺
産
登
録
の
可
否
が
決
定
し
ま
す
。

　

こ
の
遺
産
群
は
九
州
・
山
口
を
中

心
に
８
県
11
市
に
分
散
し
、
歴
史
的

過
程
を
時
間
軸
に
沿
っ
て
８
エ
リ
ア

に
区
分
さ
れ（
右
図
）、
全
体
で
28
資

産
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

広
域
に
わ
た
る
資
産
を
一
つ
の
テ

ー
マ
の
も
と
に
資
産
全
体
で
世
界
遺

　

城
下
町
や
明
倫
小
の
朗
唱
、
萩
焼
窯

元
、し
ら
す
干
し
や
夏
み
か
ん
の
収
穫
、

浜
崎
本
町
筋
の
夕
暮
れ
…
、
萩
出
身
の

方
に
は
懐
か
し
い
シ
ー
ン
が
多
く
登
場

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
大
和
ハ
ウ
ス
グ
ル
ー
プ
の

シ
ン
ボ
ル
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
、「
共

に
創
る
。
共
に
生
き
る
。」（
共
創
共
生
）

を
伝
え
る
Ｃ
Ｍ
で
、
日
本
テ
レ
ビ
系
水

曜
日
午
後
９
時
54
分
（
山
口
県
で
は
土

曜
日
午
後
10
時
54
分
）
か
ら
の
「
心
に

刻
む
風
景
」内
で
放
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
「
伝
え
る
」
こ
と
の
大
切

さ
。
人
々
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
、
歴

史
や
暮
ら
し
、
伝
統
文
化
に
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
、萩
の
街
に
生
ま
れ
た
誇
り
と
、

共
に
暮
ら
す
喜
び
を
、
女
優
の
大
竹
し

の
ぶ
さ
ん
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
伝

え
て
い
ま
す
。

　

大
和
ハ
ウ
ス
の
企
業
広
告
「
共
創
共

生
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
こ
れ
ま
で
岐
阜
県

郡
上
八
幡
市
や
石
川
県
金
沢
市
な
ど
を

取
り
あ
げ
、
古
き
良
き
日
本
の
暮
ら
し

を
今
も
守
り
、
生
活
の
知
恵
や
地
域
の

絆
を
大
切
に
し
て
い
る
街
と
い
う
こ
と

で
、
今
回
萩
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
27
日
付
け
の
朝
日
、
読

売
、
日
経
、
西
日
本
新
聞
で
も
、
一
面

広
告
と
し
て
、
明
倫
小
学
校
と
児
童
の

登
校
風
景
も
登
場
し
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
は
30
秒
、
60

秒
、
90
秒
の
３
種
類
あ
り
、
い
ず
れ
も

大
和
グ
ル
ー
プ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
ア
ド
レ
ス　

http//w
w

w
.daiw

a
house.co.jp/ad/cm

/hagi.htm
l

明
倫
小
の
登
校
風
景
を
紹
介
す
る
新
聞
広
告

萩城下町松下村塾大板山たたら製鉄遺跡 恵美須ヶ鼻造船所跡 萩反射炉

萩商工の生徒も出演

問い合わせ 世界遺産登録推進課
（０８３８・２５・３３８０）
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明
倫
小
学
校
は
、
藩
校
明
倫
館
跡
地

に
昭
和
10
年
に
建
て
ら
れ
た
木
造
２
階

建
の
校
舎
で
、
４
棟
の
う
ち
本
館
（
国

道
側
）
は
平
成
８
年
に
国
の
登
録
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
23
日
（
月
・
祝
）
に
放
送
さ
れ

た
、
萩
市
が
舞
台
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
（
Ｎ
コ
ン
）
80
回
記

念
ド
ラ
マ
「
は
じ
ま
り
の
歌
」
が
好
評

に
つ
き
、
再
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ド
ラ
マ
は
、
萩
市
内
の
観
光
名

所
各
地
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
、
全
国
に
萩

　

藩
政
時
代
、
松
本
川
、
橋
本
川
に
は

鶴
江
の
渡
し
の
ほ
か
に
も
「
目
代
の
渡

し
」、
椿
の
「
桜
江
の
渡
し
」
な
ど
10

カ
所
の
渡
し
が
あ
り
ま
し
た
が
、
橋
の

架
設
に
よ
り
、
現
在
で
は
鶴
江
の
渡
し

だ
け
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

鶴
江
の
渡
し
は
、
正
式
名
称
を
「
市

道
浜
崎
鶴
江
線
」
と
い
い
、
市
道
の
た

め
料
金
は
無
料
。

　

現
在
の
船
頭
は
、
10
年
前
か
ら
務
め

て
い
る
小
池
清
さ
ん
（
69
歳
）、「
今
は
、

車
や
自
転
車
に
乗
る
こ
と
が
で
き
な
い

鶴
江
の
お
年
寄
り
が
１
日
に
２
、３
人

◆
小
山
薫く

ん
ど
う
堂
（
企
画
協
力
）

　

僕
が
思
う
「
ふ
る
さ
と
」
は
、
自
分

が
弱
っ
て
い
る
と
き
や
、
現
状
に
行
き

詰
ま
り
を
感
じ
て
、
少
し
変
化
し
た
い

と
き
に
帰
り
た
く
な
る
と
こ
ろ
。

　

人
生
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
き
は

前
ば
か
り
見
て
い
て
忘
れ
て
い
る
の

に
、
振
り
向
く
と
い
つ
も
両
手
を
開
い

て
待
っ
て
い
て
く
れ
る
。
忘
れ
て
い
て

も
、い
っ
さ
い
文
句
を
言
わ
な
い（
笑
）。

そ
れ
が
「
ふ
る
さ
と
」
の
優
し
さ
じ
ゃ

の
ま
ち
の
美
し
さ
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

ロ
ケ
地
と
し
て
、
主
人
公
の
母
校
で
、

コ
ン
ク
ー
ル
出
場
を
目
指
す
児
童
の
通

う
学
校
に「
明
倫
小
学
校
」、
父
親
が
船

頭
で
あ
る「
鶴
江
の
渡
し
」、
花
火
会
場

の「
菊
ヶ
浜
」、
地
元
の
お
祭
り
会
場
と

な
っ
た
「
田
町
商
店
街
」。
そ
の
ほ
か
、

主
人
公
と
児
童
た
ち
が
巡
る
場
所
と
し

て
、
松
陰
神
社
や
東
光
寺
、
萩
城
城
下

町
、
平
安
橋
、
藍
場
川
、
田
床
山
な
ど

が
登
場
し
ま
し
た
。

　

放
送
を
見
逃
し
た
方
は
、
11
月
４
日

の
再
放
送
を
、
お
忘
れ
な
く
チ
ェ
ッ
ク

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ド
ラ
マ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ブ
ル
ー

レ
イ（
メ
イ
キ
ン
グ
映
像
、フ
ォ
ト
ブ
ッ

ク
付
）
の
販
売
も
決
定
し
ま
し
た
。　

ラストの花火シーン ▶放送日時　11月４日（月・祝）
午後４時45分〜５時58分（ＮＨＫ総合）
▶出演　松本潤、榮倉奈々、戸田菜穂、
徳永えり、由紀さおり、國村隼ほか

な
い
で
す
か
ね
。

　
「
は
じ
ま
り
の
歌
」
は
、
そ
れ
を
思

い
起
こ
す
い
い
機
会
に
な
り
え
る
ド
ラ

マ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
笠
浦
友
愛
（
演
出
）

　

ラ
ス
ト
の
花
火
の
シ
ー
ン
も
お
す
す

め
で
す
ね
。
実
際
の
花
火
大
会
の
画
が

撮
れ
ま
し
た
。
本
当
に
美
し
い
で
す
。

（「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
ス
テ
ラ
」
９

月
21
日
〜
27
日
号
か
ら
）

鶴江と浜崎の両岸 83 ｍを３分で結ぶ

明倫小本館

　
「
明
治
維
新
胎
動
の
地
」
で
あ
る

萩
市
で
幕
末
・
明
治
維
新
に
関
し
、

萩
ゆ
か
り
の
人
物
や
歴
史
等
を
学
ぶ

「
萩
・
幕
末
維
新
検
定
」
を
初
め
て
開

催
し
ま
す
。

　

全
国
各
地
の
幕
末
・
維
新
フ
ァ
ン

の
皆
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
検
定
日　

平
成
26
年
２
月
23
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
（
90
分
間
）

■
検
定
場
所　

Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩

本
所
（
旧
萩
藩
校
明
倫
館
横
）

■
申
込
受
付　

11
月
15
日
〜
平
成
26

年
１
月
31
日

■
検
定
料　

３
０
０
０
円

■
出
題
数　

約
３
５
０
問
の
公
式
テ

キ
ス
ト
の
問
題
と
解
説
の
中
か
ら

１
０
０
問
（
択
一
式
、
記
述
式
。
80

問
以
上
の
正
解
で
合
格
）

■
受
験
者
特
典　

松
下
村
塾
で
の
特

別
講
義
、
松
陰
神
社
至
誠
館
で
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
、
萩
博
物
館

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
な
ど

※
事
前
申
込
、
入
館
料
が
必
要

◆
検
定
問
題
集
（
公
式
テ
キ
ス
ト
）

11
月
15
日
発
売

■
定　

価　

１
５
０
０
円
（
電
話
・

メ
ー
ル
で
の
注
文
、
配
送
可
）

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
２
９
０
）

利
用
す
る
ぐ
ら
い
。
今
回
の
ド
ラ
マ
が

放
送
さ
れ
た
ら
若
い
お
客
さ
ん
が
増
え

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
ね
ぇ
」
と
笑
っ
て
話

さ
れ
ま
し
た
。

【
運
航
時
間
等
】

◦
毎
日
、
午
前
７
時
〜
11
時
、
正
午
〜

午
後
１
時
、
午
後
３
時
〜
６
時

（
毎
月
第
１
・
第
３
日
曜
日
は
休
み
）

　

来
年
４
月
に
明
倫
小
学
校
は
隣
接
す

る
旧
萩
商
業
高
等
学
校
跡
地
に
移
転
す

る
た
め
、
現
在
、
４
棟
の
校
舎
の
利
活

用
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

【DVD・Blu-ray】
▶発売日　12 月 25 日（水）
▶価格　DVD 3,990 円、Blu-ray 4,515 円（税込）
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明
倫
に
３
年
か
ら
６
年
の
３
学
期
ま

で
通
っ
た
俳
優
の
岡
本
信
人
さ
ん
は
、

取
材
で
お
会
い
し
た
時
に
「
い
ま
で
も

あ
の
時
代
に
帰
っ
て
も
う
一
度
思
い
切

り
遊
び
た
い
」
と
語
り
、「
あ
る
日
突

然
断
ち
切
ら
れ
た
子
供
時
代
」
の
悲
し

み
を
何
度
も
口
に
さ
れ
ま
し
た
。
私
も

ま
っ
た
く
同
じ
思
い
で
す
。
一
家
は
ダ

ム
の
竣
工
と
と
も
に
萩
を
去
る
は
ず
で

し
た
が
、
６
年
生
の
兄
が
「
明
倫
小
以

外
の
卒
業
証
書
は
要
ら
な
い
」
と
言
っ

た
た
め
、
父
は
３
カ
月
間
、
広
島
に
単

身
赴
任
す
る
こ
と
に
し
た
そ
う
で
す
。

　

い
ま
思
う
と
、
田
中
角
栄
内
閣
の
時

代
と
重
な
る
当
時
、
萩
は
ち
ょ
っ
と
し

た
開
発
ブ
ー
ム
で
し
た
。
バ
イ
パ
ス
工

事
が
始
ま
り
、
ハ
ス
沼
が
埋
め
ら
れ
、

１
９
７
４
年
11
月
に
は
人
々
が
デ
パ
ー

ト
と
呼
ん
だ
ス
ー
パ
ー
「
丸
久
」
が
開

店
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
再
訪
し
た
街

校
で
「
松
陰
先
生
」
に
親
し
ん
だ
記
憶

が
あ
る
か
ら
で
す
。
私
の
父
は
建
設
会

社
に
勤
め
、
県
営
阿
武
川
ダ
ム
の
工
事

課
長
（
後
に
所
長
）
と
し
て
萩
に
赴
任

し
ま
し
た
。
最
初
に
住
ん
だ
社
宅
は
藍

場
川
に
面
し
た
江
向
３
区
の
武
家
屋
敷

で
、２
年
後
、土
原
１
区
に
移
り
ま
し
た
。

　

城
下
町
の
美
し
い
街
並
み
と
自
然
の

中
で
過
ご
し
た
日
々
は
、
家
族
に
と
っ

て
大
切
な
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

菊
ヶ
浜
の
海
水
浴
や
花
火
大
会
、
田
町

の
土
曜
夜
市
、
萩
焼
の
窯
元
巡
り
、
十

文
字
原
を
群
れ
飛
ぶ
赤
ト
ン
ボ
、
中
津

江
橋
や
川
島
の
景
色
を
、
何
度
思
い
出

し
て
は
語
り
合
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

亡
き
父
が
集
め
た
萩
焼
は
、
い
ま
も
実

家
の
座
敷
や
食
卓
を
飾
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
取
材
で
は
、
明
倫
小
の
児
童

が
授
業
前
、
松
陰
先
生
の
言
葉
を
朗
唱

す
る
場
面
を
拝
見
し
ま
し
た
。
20
年
ほ

ど
前
に
一
度
、
妻
と
萩
を
訪
れ
ま
し
た

が
、
校
舎
に
入
る
の
は
実
に
37
年
ぶ
り

の
こ
と
。
し
か
し
廊
下
や
教
室
を
歩
く

と
、
自
分
の
中
に
眠
っ
て
い
た
記
憶
が

次
々
と
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
し
た
。
同

級
生
と
の
会
話
や
そ
の
時
の
表
情
、
西

日
の
差
す
図
書
室
で
読
ん
だ
本
の
表
紙

の
色
、「
明
倫
七
不
思
議
」
の
「
赤
い

手
と
青
い
手
の
お
化
け
」
や
「
水
練
池

に
は
刀
や
鉄
砲
が
沈
ん
で
い
る
」
と
い

う
言
い
伝
え
・
・
。
あ
ふ
れ
出
す
記
憶

に
、
感
情
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

音
づ
れ
何
と
聞
く
ら
ん
」
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

そ
れ
は
１
９
７
０
年
か
ら
６
年
間
萩

に
住
み
、
４
年
ま
で
通
っ
た
明
倫
小
学

2 0 1 3 . 1
1 .

1読
売
新
聞
東
京
本
社
編
集
局
文
化
部
次
長 

（
東
京
都
在
住
、47
歳
）

は
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
で
し

た
。
閉
じ
た
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
目
立
つ
商

店
街
に
複
雑
な
思
い
も
し
ま
し
た
が
、

城
下
町
が
こ
れ
ほ
ど
原
状
を
保
ち
、
暮

ら
し
の
中
に
息
づ
い
て
い
る
の
は
、
私

に
は
奇
跡
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。
萩
博

物
館
や
萩
図
書
館
、
萩
美
術
館
・
浦
上

記
念
館
な
ど
の
新
し
い
施
設
も
、
風
景

と
よ
く
調
和
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
「
何
も
変
わ
ら
な
い
街
で
す
か
ら
」、

そ
ん
な
自
嘲
気
味
の
言
葉
を
何
度
も
耳

に
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
古
い
街
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
む

し
ろ
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
市
民
が
誇
り

と
し
、
新
し
い
文
化
を
創
り
出
す
こ
と

で
、
萩
の
魅
力
が
一
層
高
め
ら
れ
て
い

く
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

日
曜
版「
名
言
巡
礼
」、明
倫
小
の
朗

唱
の
動
画
は
、
読
売
新
聞
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
ア
ド
レ
ス http://w

w
w

.yom
iuri.

co.jp/otona/trip/m
eigen/

■プロフィール
1966 年（昭和41年）、秋田市生まれ。
1972 ～ 76 年、明倫小学校に通学。
広島学院中・高校を経て 1988 年、慶
應義塾大学文学部卒。
　同年、読売新聞東京本社に入社。社会
部で旧運輸省や宮内庁を担当し、2001
年から文化部で美術担当。13 年９月か
らテレビ担当のデスクを務める。

　

２
０
１
２
年
４
月
か
ら
読
売
新
聞
日

曜
版
で
連
載
し
て
い
る
「
名
言
巡
礼
」

は
、
文
化
部
の
記
者
が
歴
史
上
の
人
物

の
言
葉
や
小
説
・
映
画
の
一
節
を
選
び
、

ゆ
か
り
の
土
地
を
訪
れ
る
企
画
で
す
。

　

私
は
10
月
27
日
付
で
吉
田
松
陰
の

「
親
思
う
心
に
ま
さ
る
親
心　

今
日
の

高
野  

清き
よ
み見

さ
ん

明倫小「松陰のことば朗唱」
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大
の
歴
史
、
特
に
幕
末
好
き
で
、
全
国
各
地
の
幕

末
ゆ
か
り
の
地
を
一
人
旅
し
て
い
る
ビ
ビ
る
大
木
さ

ん
が
、
９
月
１
日
に
萩
市
民
館
で
開
催
さ
れ
た
「
萩

市
民
大
学
教
養
講
座
」
で
、
吉
田
松
陰
先
生
へ
の
思

い
を
語
り
ま
し
た
。

　

大
河
ド
ラ
マ
「
新
撰
組
」
で
幕
末
に
興
味
を
持
ち

ま
し
た
。
ま
た
伊
豆
の
温
泉
に
よ
く
行
く
の
で
す
が
、

そ
こ
で
新
撰
組
と
同
じ
時
代
の
幕
末
に
黒
船
に
乗
り

込
も
う
と
し
た
人
が
い
た
と
聞
き
、
そ
れ
が
吉
田
松

陰
先
生
で
し
た
。
感
銘
を
受
け
追
っ
か
け
を
始
め
、

一
番
好
き
な
人
物
と
し
て
「
松
陰
先
生
」
と
呼
ぶ
ほ

ど
の
松
陰
フ
ァ
ン
に
な
り
、
そ
の
縁
で
「
萩
ふ
る
さ

と
大
使
」
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

龍
馬
や
新
撰
組
な
ど
痛
快
無
比
な
人
物
た
ち
に
比

べ
て
、
最
初
は
松
陰
先
生
の
行
動
が
理
解
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
下
田
で
潜
伏
、
密
航
し
よ
う
と
し
て
叶

わ
ず
、
自
ら
代
官
所
に
名
乗
り
出
て
い
っ
た
。
何
を

こ
の
人
は
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
調
べ
る
ほ
ど
分
か

ら
な
く
な
っ
て
い
き
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　

そ
し
て
人
を
育
て
、
人
を
作
っ
た
先
生
の
力
は
本

当
に
す
ご
い
。
何
で
み
ん
な
こ
の
先
生
に
付
い
て
い

こ
う
と
し
た
か
不
思
議
で
す
が
、
そ
ん
な
教
育
者
と

し
て
の
松
陰
先
生
に
惹
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
人
に

身
分
、
差
別
は
な
い
の
だ
と
い
う
考
え
方
に
も
す
ご

く
共
感
し
て
い
ま
す
。

　

幕
末
好
き
が
高
じ
て
、
全
国
の
縁

ゆ
か
りの

地
を
旅
行
し

て
い
ま
す
。
何
度
も
萩
の
松
陰
神
社
を
訪
れ
て
い
ま

す
が
、
本
当
に
歴
史
が
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
所
。
萩
の

魅
力
を
大
使
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
須
佐
を
襲
っ
た
豪
雨
災
害
で
実
家
も
被

害
に
遭
っ
た
き
た
だ
に
ひ
ろ
し
さ
ん
。
10
月
８
日
に

須
佐
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た
「
復
興
祈
願
コ
ン

サ
ー
ト
」
で
、
一
日
も
早
い
復
興
に
向
け
た
地
元
へ

の
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

７
月
28
日
の
豪
雨
災
害
は
、
訪
問
先
の
ド
イ
ツ
で

知
り
ま
し
た
。
最
初
は
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
し
、
ど

う
し
よ
う
も
な
ら
な
か
っ
た
。
思
い
出
の
場
所
だ
っ

た
り
、
出
身
の
小
中
学
校
が
被
害
に
遭
っ
て
い
る
の

は
、
や
は
り
や
り
き
れ
な
い
思
い
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
須
佐
が
、
こ
の
災
害
で
有
名
に
な
っ
て

し
ま
い
、
今
回
の
豪
雨
災
害
は
残
念
で
す
が
、
み
ん

な
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

被
災
し
た
と
い
う
傷
は
受
け
止
め
て
、
一
歩
み
ん

な
が
進
ん
で
行
け
る
、
自
分
の
曲
が
そ
ん
な
元
気
の

も
と
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
心
を
支
え
た
い
、
そ

ん
な
気
持
ち
か
ら
の
復
興
コ
ン
サ
ー
ト
な
の
で
、
応

援
歌
と
し
て
聞
い
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

口
で
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、
復
興
は
実
際
に
は

大
変
な
こ
と
と
思
う
し
、
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
。

心
が
折
れ
そ
う
な
こ
と
も
あ
る
と
思
う
。
大
切
な
地

元
な
の
で
、
本
当
に
一
日
も
早
く
元
気
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

　

須
佐
ブ
ラ
ン
ド
の
「
男
命
い
か
」
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
、「
男
命
い
か
の
唄
」
を
作
り
、
歌
っ
て

い
ま
す
。
先
日
も
鳥
取
に
行
っ
た
と
き
、
同
じ
ケ
ン

サ
キ
イ
カ
を
前
に
し
て
、
男
命
い
か
の
ア
ピ
ー
ル
を

し
て
き
ま
し
た
。
観
光
大
使
と
し
て
、
須
佐
の
よ
い

と
こ
ろ
を
も
っ
と
宣
伝
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
被
災
地
が
一
歩
で
も
二
歩
で
も
前
進
で

き
る
力
に
な
れ
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

1974 年埼玉県生まれ。NHK「土曜ス
タジオパーク」の司会など、テレビやラ
ジオでも活躍。大の歴史好きで知られる。

プロフィール
1968 年旧須佐町生まれ。アニメソング歌
手。人気アニメ「ONE PIECE」の主題
歌「ウィーアー !」 で全国的に有名に。

プロフィール
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創
業
80
年
余
り
続
く
老
舗
和
菓
子
店

「
松
栄
堂
」
と
、系
列
の
洋
菓
子
店
「
Ｐ

Ｉ
Ｎ
Ａ
（
ピ
ー
ニ
ャ
）」
が
統
合
し
た

菓
子
店
「
Ｋ
Ｅ
Ｎ　

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｃ

Ｈ
Ｉ
」。
６
年
前
の
２
０
０
７
年
、「
生

チ
ョ
コ
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
」
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
週
間
売
上
全

国
１
位
を
獲
得
し
て
以
降
、
県
内
外
か

ら
も
人
気
を
集
め
て
い
る
話
題
の
菓
子

店
で
す
。
そ
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
・
岩

田
憲
二
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

萩
商
業
高
校
を
卒
業
後
、
リ
ゾ
ー
ト

開
発
会
社
に
就
職
し
、
バ
ブ
ル
全
盛
期
、

大
井
で
予
定
さ
れ
て
い
た
ゴ
ル
フ
場
建

設
に
携
わ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
し
た
。

そ
ん
な
私
が
パ
テ
ィ
シ
エ
の
道
を
歩
む

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
22
歳
の
時
に
結

婚
し
た
妻
が
、老
舗
菓
子
店
「
松
栄
堂
」

の
娘
だ
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

結
婚
前
か
ら
、
休
日
に
お
店
を
手

伝
っ
て
い
た
経
緯
も
あ
り
、
27
歳
の
時
、

９
年
間
勤
め
た
会
社
を
退
職
。
後
継
ぎ

と
な
る
べ
く
松
栄
堂
に
入
社
し
、
本
格

的
に
パ
テ
ィ
シ
エ
の
道
へ
進
む
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。
今
思
え
ば
、
手
伝
っ

て
い
た
こ
と
が
修
業
に
な
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
が
、
専
門
学
校
な
ど
で
勉
強

し
た
こ
と
の
な
い
素
人
の
た
め
、
独

学
で
商
品
づ
く
り
に
つ
い
て
勉
強
し
ま

し
た
。
妻
と
一
緒
に
、
全
国
１
０
０
店

舗
以
上
の
有
名
菓
子
店
を
訪
ね
、
商
品

に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
お
店

の
つ
く
り
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
を
い

ろ
い
ろ
と
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、

現
在
の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
29
歳
の
時
に
、
松
栄
堂
の

洋
菓
子
部
門
と
し
て
「
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ａ
」
を

オ
ー
プ
ン
。
５
年
ほ
ど
経
っ
た
と
き
に

生
ま
れ
た
の
が
、「
生
チ
ョ
コ
ロ
ー
ル

ケ
ー
キ
」
で
し
た
。
松
栄
堂
の
「
毛
利

の
殿
様
巻
き
」
か
ら
発
想
を
得
た
商
品

で
、
源
氏
巻
き
の
中
に
餅
が
入
っ
て
い

る
よ
う
に
、
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
の
中
に
生

チ
ョ
コ
を
一
本
入
れ
て
み
た
ら
良
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
、
妻
の
ア
イ
デ
ア

か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
う
し
て
販
売
し
た
生
チ
ョ
コ
ロ
ー

ル
ケ
ー
キ
は
、
そ
の
後
、
島
根
県
の
業

者
の
方
か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
、「
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
や
「
ス
イ
ー
ツ
の
お

取
り
寄
せ
」
が
流
行
し
て
い
た
時
代
と

も
マ
ッ
チ
し
、
２
０
０
７
年
の
母
の
日

の
「
ヤ
フ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」

の
ス
イ
ー
ツ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
部
門
の
週

間
売
上
で
全
国
１
位
を
獲
得
。
そ
の
後
、

多
く
の
注
文
が
殺
到
し
、
当
時
は
徹
夜

で
作
ら
な
け
れ
ば
間
に
合
わ
な
い
こ
と

も
あ
る
ほ
ど
で
し
た
。
あ
の
時
、
従
業

員
と
一
緒
に
必
死
に
頑
張
っ
た
か
ら
こ

そ
、
５
年
以
上
経
っ
た
今
で
も
、
主
力

商
品
と
し
て
ご
好
評
い
た
だ
き
、「
生

チ
ョ
コ
ロ
ー
ル
の
店
」
と
し
て
認
知
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
デ
パ
ー
ト
や
ス
ー
パ
ー
の

デ
ィ
ー
ラ
ー
に
も
注
目
し
て
い
た
だ
き
、

季
節
の
催
事
な
ど
で
販
売
を
し
て
い
ま

す
。
お
い
し
い
も
の
を
作
れ
ば
ブ
ー
ム

は
続
く
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
生
チ
ョ

コ
ロ
ー
ル
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

生
チ
ョ
コ
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
の
大
ヒ
ッ

ト
後
、
２
０
０
９
年
７
月
、「
松
栄
堂
」

と「
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ａ
」を
統
合
し
、新
た
に「
Ｋ

Ｅ
Ｎ　

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」
の
名

前
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
新
店
舗
で
は
、
こ
れ
ま
で
萩
に
な

か
っ
た
よ
う
な
都
会
的
な
店
構
え
に
し
、

店
内
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
包
装
紙
・
紙

袋
に
至
る
ま
で
、
華
や
か
で
高
級
感
の

あ
る
デ
ザ
イ
ン
に
一
新
し
ま
し
た
。

　

今
は
、
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
な
ど

で
も
お
い
し
い
ス
イ
ー
ツ
を
買
う
こ
と

が
で
き
る
時
代
で
す
が
、
そ
れ
で
も
、

こ
の
お
店
で
買
い
た
い
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
ブ
ラ
ン
ド
力
を
持
つ
た

め
に
は
、
商
品
の
味
だ
け
で
な
く
、
店

構
え
や
包
装
紙
な
ど
に
至
る
ま
で
、
人

目
を
引
く
華
や
か
な
も
の
に
す
る
必
要

が
あ
る
と
、
関
西
地
方
の
菓
子
店
を
見

て
学
ん
だ
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
商
品
構
成
に
つ
い
て
も
、
生

菓
子
だ
け
で
な
く
、「
夏
み
か
ん
マ
ド

レ
ー
ヌ
」
を
代
表
と
す
る
ギ
フ
ト
商
品

に
も
力
を
入
れ
ま
し
た
。
昔
に
比
べ
て
、

最
近
で
は
観
光
客
が
あ
ま
り
土
産
物
を

買
わ
な
い
と
い
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
で
き
る
だ
け
軽
量
な
お
菓
子
、

な
お
か
つ
、
菓
子
箱
に
た
く
さ
ん
入
っ

て
い
る
こ
と
で
会
社
な
ど
で
も
分
け
る

こ
と
が
で
き
る
マ
ド
レ
ー
ヌ
の
シ
リ
ー

ズ
は
、観
光
客
は
も
ち
ろ
ん
、サ
ラ
リ
ー

（萩商業平成元年卒　43 歳）

店名の由来は松栄堂社長の健
4

一郎さん、
初代社長の松一

4 4

さんから
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マ
ン
の
方
な
ど
が
手
土
産
と
し
て
購
入

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ご
好
評
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
も
、
長
年
、
妻
が
県
内
の
ホ
テ

ル
や
旅
館
な
ど
で
観
光
客
に
対
面
販
売

を
し
、
リ
サ
ー
チ
し
た
こ
と
か
ら
生
ま

れ
た
商
品
で
す
。
こ
う
い
っ
た
お
客
様

の
反
応
や
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
商
品
開
発

は
、
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ａ
の
頃
に
学
ん
だ
こ
と
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
が

礎
と
な
っ
て
、
今
の
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ

Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

パ
テ
ィ
シ
エ
と
し
て
素
人
だ
っ
た
た

め
、
こ
れ
ま
で
、
商
品
開
発
の
リ
サ
ー

チ
や
ア
イ
デ
ィ
ア
は
妻
、
そ
れ
を
も
と

に
商
品
を
作
る
の
が
私
と
い
う
よ
う
に
、

夫
婦
で
と
に
か
く
一
生
懸
命
や
っ
て
き

ま
し
た
。
変
に
菓
子
作
り
へ
の
プ
ラ
イ

ド
が
な
い
こ
と
も
幸
い
し
、
教
え
て
も

ら
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
で
さ
ま
ざ
ま

な
と
こ
ろ
へ
出
向
き
、
吸
収
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
で
も
、
関
西

を
中
心
に
デ
パ
ー
ト
や
有
名
菓
子
店
へ

行
き
、
都
会
で
ど
う
い
う
も
の
が
売
れ

て
い
る
の
か
、
ど
う
い
う
お
客
さ
ん
が

購
入
し
て
い
く
の
か
、
絶
え
ず
リ
サ
ー

チ
す
る
こ
と
で
商
品
開
発
へ
繋
げ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
で
は
、

都
会
で
流
行
し
て
い
る
お
菓
子
を
食

べ
る
機
会
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、

都
会
的
な
雰
囲
気
の
お
菓
子
な
ら
食
べ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後

も
、
都
会
か
ら
ひ
ら
め
き
や
発
想
を
得

て
、
私
自
身
も
楽
し
み
な
が
ら
菓
子
を

作
り
、
そ
れ
が
伝
わ
る
よ
う
な
お
菓
子

を
お
届
け
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ＫＥＮ　ＭＡＴＳＵＩＣＨＩ
〒 758-0011　萩市椿東船津 2534-9
営業時間　９時～ 19 時（年中無休）
TEL 0838・25・9838

夏みかんマドレーヌ（６個入り）
☆10名様にプレゼント！

投票はこちらから
http://www.yurugp.jp

登録用
QR コード

　萩市消費生活センターマスコットキャラク
ター「萩にゃん」が、観光課長代理も兼務し、
新たに観光業務も担います。
　豪雨災害の支援へのお礼と、萩の観光が元
気だというメッセージを全国に発信していま
す。
　現在、萩にゃんは萩のＰＲのため「ゆるキャ
ラグランプリ」にエントリー中。投票は 11
月８日（金）までとなっていますので、皆さ
んの投票をよろしくお願いします。
□投票方法　ホームページから投票。毎日、
１メールアドレスにつき１回投票できます。
■問い合わせ　観光課（０８３８・２５・
３１３９）

　

明
治
維
新
の
原
動
力
と
な
っ
た
奇

兵
隊
結
成
か
ら
１
５
０
年
の
今
年
。

そ
の
結
成
時
に
高
杉
晋
作
が
着
用
し

て
い
た
甲
冑
が
、
萩
在
住
の
大
谷
和

雄
さ
ん（
81
歳
、
堀
内
）か
ら
、
９
月

13
日
に
萩
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

晋
作
が
実
際
に
使
用
し
た
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
甲
冑
は
２
つ
し
か
現
存

し
て
お
ら
ず
、
そ
の
一
つ
と
し
て
貴

重
な
も
の
で
す
。

　

こ
の
甲
冑
は
、文
久
３
年（
１
８
６

３
）３
月
、晋
作
が
京
都
で
剃て

い
は
つ髪

し

「
東

と
う
ぎ
ょ
う

行
」と
号
し
た
時
、
萩
藩
重
役
の

周す

ふ布
政ま

さ
の
す
け

之
助
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の

で
、
同
年
６
月
に
奇
兵
隊
を
結
成
し

た
際
に
、
馬
関（
下
関
）の
陣
中
で
実

際
に
着
用
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。

　

奇
兵
隊
と
い
え
ば
近
代
的
な
軍
隊

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、

裏布を解説する一坂太郎さん（萩博物館特別学芸員）

結
成
当
初
は
こ
の
よ
う
な
旧
時
代
の

も
の
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　

晋
作
（
高
杉
春
風
）
は
胴
の
裏
布

に
「
こ
の
甲
冑
を
着
て
関
東
で
勤
王

の
戦

い
く
さを

起
こ
し
て
討
ち
死
に
す
る
」

と
書
き
付
け
て
い
ま
す
。

　

晋
作
は
甲
冑
を
京
都
で
剃
髪
し
た

際
、「
西
に
行
く
人
を
慕
ひ
て
東
へ

行
く　

わ
が
心
を
ば
神
や
知
る
ら

む
」
と
歌
い
、
西

さ
い
ぎ
ょ
う行

法
師
（
平
安

末
期
の
歌
人
）へ
の
憧
れ
と
と
も
に
、

関
東
に
行
き
幕
府
と
戦
う
の
だ
と
い

う
決
意
を
込
め
て
「
東

と
う
ぎ
ょ
う

行
」
と
号
し

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
心
境

が
う
か
が
え
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

　

現
在
、
萩
博
物
館
晋
作
資
料
室
で

展
示
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

萩
博
物
館
（
０
８

３
８
・
２
５
・
６
４
４
７
）
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澄
川
酒
造
は
被
災
地
の
中
で
最
も

被
害
が
大
き
い
と
い
わ
れ
る
小

川
地
区
の
中
心
部
に
位
置
し
、
田
万
川

の
氾
濫
に
よ
り
田
ん
ぼ
は
も
と
よ
り
、

酒
蔵
、
家
屋
、
倉
庫
と
す
べ
て
が
浸
水

し
壊
滅
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
た
と
き

は
現
実
味
が
な
く
、
ま
る
で
パ
ニ
ッ
ク

映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
を
観
て
い
る
よ
う

で
、
思
考
が
止
ま
り
、
何
か
ら
手
を
つ

け
て
良
い
の
か
分
か
ら
ず
、
た
だ
茫
然

と
す
る
だ
け
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
報
道
な
ど
で
災
害
を
知
っ

た
多
く
の
仲
間
が
全
国
か
ら
訪
れ
、
濁

流
に
流
さ
れ
た
家
財
の
運
搬
か
ら
汚
泥

撤
去
な
ど
、
長
い
時
間
を
か
け
復
旧
作

私
が
住
む
む
つ
み
地
域
は
須
佐
、

田
万
川
に
比
べ
、
家
屋
の
被
害

は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
当
法
人
・
厳
島
の
恵
み
の
畑

が
あ
る
土
地
は
河
川
が
直
角
に
曲
が
っ

た
と
こ
ろ
の
外
側
に
位
置
し
、
氾
濫
し

た
濁
流
が
直
撃
す
る
場
所
に
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
が
あ
っ
た
の
で
、
局
地
的
に
甚

大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
も
の
の
数

時
間
で
水
位
は
10
ｍ
以
上
上
昇
し
、
溢

れ
た
水
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
天
辺
近

く
ま
で
覆
い
、
出
荷
前
の
作
物
は
ほ
ぼ

業
を
助
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の

作
業
を
自
前
で
や
っ
て
い
た
ら
復
興
に

向
け
歩
む
こ
と
さ
え
も
諦
め
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。「
東
洋
美
人
」

の
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ま
か
ら
の
励
ま
し
の
言

葉
も
そ
う
で
す
が
、
何
よ
り
も
こ
の
地

を
訪
れ
て
く
れ
、
共
に
汗
を
流
し
、
支

え
て
く
れ
た
皆
さ
ま
の
お
陰
で
今
が
あ

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
萩
市
で
あ
っ
て
萩
市
に
あ
ら

ず
。
被
災
者
の
気
持
ち
は
被
災
者
に
し

か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
自
ら
を
奮

い
立
た
せ
て
く
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

被
害
を
受
け
た
酒
蔵
、
使
え
な
く

な
っ
た
機
械
等
、
そ
の
多
く
を
新
た
に

し
ま
し
た
の
で
、
費
用
は
莫
大
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
復
旧
に
向
け
目
途
が

立
っ
た
と
し
て
も
復
興
ま
で
は
ま
だ
ま

だ
先
は
長
く
、
困
難
な
道
の
り
は
続
き

ま
す
が
、
再
び
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
お

全
滅
。
汚
泥
も
入
り
込
み
土
壌
も
や
ら

れ
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
そ
の
も
の
は
も

ち
ろ
ん
、
水
や
り
や
肥
料
の
管
理
シ
ス

テ
ム
も
や
ら
れ
、
被
害
を
受
け
た
農
地

１
ヘ
ク
タ
ー
ル
す
べ
て
を
失
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

農
家
は
常
に
自
然
と
向
き
合
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
心
を
折

ら
せ
て
い
る
暇
は
な
い
の
で
す
が
、
個

人
的
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
農
業
を
確
立
し
、

会
社
員
的
に
、
旧
萩
市
内
か
ら
で
も
就

労
に
通
え
る
地
に
こ
の
む
つ
み
を
変
え

て
い
き
た
い
と
志
を
も
っ
て
法
人
を
立

ち
上
げ
た
の
で
、
確
立
を
目
の
前
に
し

て
大
き
く
後
退
し
て
し
ま
っ
た
の
が
非

常
に
残
念
で
す
。
と
は
い
え
、萩
の
農
業
、

酒
を
提
供
す
べ
く
、
11
月
に
は
新
酒
の

仕
込
み
を
始
め
ま
す
。
こ
れ
も
ご
支
援

し
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
お
世
話
に
な
っ

た
方
、
そ
の
す
べ
て
の
方
々
の
お
陰
で

あ
り
、
そ
の
恩
に
報
い
る
よ
う
、
今
ま

で
も
こ
れ
か
ら
も
、
励
み
、
前
に
進
ん

で
い
き
た
く
思
い
ま
す
。

◆
株
式
会
社 

澄
川
酒
造
場

　

１
９
２
１
年
創
業
。
現
社
長
は
４
代

目
杜と

う
じ氏

。
代
表
銘
柄
の「
東
洋
美
人
」
は
、

全
国
新
酒
鑑
評
会
で
の
金
賞
受
賞
や
、Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ「
生

も
と
・
山
廃
の
部
」で
２
年
連
続
１
位
を

獲
得
す
る
な
ど
、
全
国
的
に
高
い
評
価

を
得
て
い
る
。
小
川
の
米
・
人
・
空
気
・

時
間
す
べ
て
が
詰
ま
っ
た
透
明
感
あ
ふ

れ
る
日
本
酒
造
り
を
目
指
し
て
い
る
。

住
所　

萩
市
中
小
川
６
１
１

電
話　

０
８
３
８
７
・
４
・
０
０
０
１

大
き
く
は
日
本
の
農
業
の
将
来
を
担
う

一
人
と
し
て
足
踏
み
し
て
い
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
の
で
、
く
じ
け
ず
、
ま
た
一

か
ら
創
り
あ
げ
る
気
概
で
復
興
に
向
け
、

一
歩
ず
つ
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

◆
農
事
組
合
法
人　

厳
島
の
恵

　

２
０
０
９
年
設
立
。
後
継
者
不
足
で

衰
退
が
進
む
農
業
を
、
地
元
で
魅
力
あ

る
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
確
立
し
よ
う
と
、

弱
冠
28
歳
の
若
さ
で
立
ち
上
げ
た
。
あ

ぶ
ト
マ
ト
を
始
め
、
ハ
ー
ブ
類
や
各
種

野
菜
の
生
産
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

住
所　

萩
市
高
佐
下
１
２
２
９

電
話　

０
８
３
８
８
・
８
・
０
０
１
０

（
高
佐
下
、33
歳
）

（
中
小
川
、
40
歳
）

（2008年９月号で紹介）（2012年９月号で紹介）
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お
店
の
方
も
自
宅
の
方
も
直
接
的

な
被
害
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

実
家
、
従
業
員
宅
は
被
害
を
受
け
、
ま

た
、
イ
カ
を
提
供
し
て
く
れ
る
漁
師
さ

ん
た
ち
も
災
害
の
た
め
、
漁
に
出
ら
れ

ず
、
営
業
が
で
き
な
い
状
態
が
数
日
続

き
ま
し
た
。
須
佐
は
メ
デ
ィ
ア
で
多
く

報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
住
宅
を
中

心
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
訪
れ
た
地
域
で
す
。

　

被
災
当
初
は
国
道
１
９
１
号
が
崩

れ
旧
萩
市
内
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
麻
痺

し
、
行
政
の
初
期
対
応
が
若
干
遅
れ
を

取
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
か
、
生
命
線

で
あ
る
情
報
収
集
と
情
報
発
信
が
う
ま

く
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、

個
人
的
に
何
と
か
で
き
な
い
も
の
か
と
、

自
ら
の
足
で
被
災
地
を
回
り
、
情
報
を

集
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
情
報

発
信
に
努
め
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
外

部
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
い
く
ら
か

で
き
た
の
で
す
が
、
被
災
地
に
外
部
か

ら
の
情
報
、行
政
発
信
の
情
報
を
届
け

る
こ
と
は
難
し
く
、紙
媒
体
や
口
頭
伝
達

な
ど
ア
ナ
ロ
グ
で
の
情
報
発
信
、
情
報

拡
散
も
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

い
わ
ば
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情

報
統
括
が
必
要
で
、そ
れ
を
個
人
で
行

う
の
は
か
な
り
困
難
で
あ
り
、
災
害
初

期
に
お
い
て
、
そ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
な
る
の
は
や
は
り
行
政
だ
と
思
う

の
で
す
が
、
先
に
も
申
し
上
げ
た
よ
う

に
未
曾
有
の
災
害
だ
け
に
、
目
の
前
に

あ
る
問
題
を
ク
リ
ア
し
て
く
こ
と
で
精

一
杯
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
経
験
を
経
て
改
め
て
感
じ
る
こ

と
は
、
有
事
の
と
き
は
俯
瞰
し
て
状
況

把
握
で
き
、
正
確
に
情
報
を
収
集
し
、適

切
に
情
報
を
発
信
で
き
る
セ
ク
シ
ョ
ン

が
必
要
で
、ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
て

も
機
能
す
る
よ
う
、官
民
ど
ち
ら
で
あ

れ
運
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
べ
き

だ
と
考
え
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
復
興
ま
で
は
時
間
が
か
か

り
ま
す
が
、「
７
・
28
」
を
風
化
さ
せ
ず
、

今
後
の
防
災
安
全
を
確
か
な
も
の
に
す

る
た
め
、
こ
の
経
験
で
得
た
も
の
を
多

く
の
方
と
共
有
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◆
口
福
の
馳
走
屋　

梅
乃
葉

　

須
佐
特
産
の
剣
先
イ
カ
「
須
佐
男み

こ
と命

い
か
」
の
活
イ
カ
を
提
供
し
、
本
物
の

イ
カ
の
味
を
体
験
で
き
る
飲
食
店
と
し

て
、
県
内
外
か
ら
客
が
訪
れ
る
。
一
番

人
気
の
「
活
イ
カ
定
食
」
は
、
男
命
い

か
を
一
杯
丸
ご
と
姿
造
り
で
楽
し
め
る
。

住
所　

萩
市
須
佐
５
０
１
０ 

ー 

１
（
Ｊ

Ｒ
須
佐
駅
と
な
り
）

電
話　

０
８
３
８
７
・
６
・
２
３
５
４

（
須
佐
、
43
歳
）

（2008年11月号で紹介）

※窓口での振込手数料は免除されます。ただし、ＡＴ
Ｍ、インターネットの場合は手数料がかかります。
※各金融機関等での振込金受領書をもって、税法上の
優遇措置の対象となります。
■問い合わせ　萩市企画政策課（0838・25・3569）

　被害に遭われた方を支援するため、「萩市集中豪雨災
害義援金募集委員会」（会長　野村興兒萩市長）が８月
６日に立ち上がり、義援金の受付を行っています。義
援金は萩市が受け入れ、被災された方にお届けします。
　10月28日現在、6,316万3,140円の義援金が寄せら
れています。皆さんの温かいご支援、ご協力をお願いい
たします。
□受付期間　12月27日（金）まで

□銀行振込口座・郵便振替
銀行名 支店名 口座番号 口座名義人名

山口銀行 萩支店 普通5046806 萩市集中豪雨
災害救援義援金
萩市会計管理者

藤田　擴
ひろむ

萩山口信用金庫萩支店 普通0531452
あぶらんど萩
農業協同組合 萩支店 普通0036055

ゆうちょ銀行 01290-1-80021

澄川酒造　倒れた仕込みタンク

厳島の恵（むつみ）
水没したビニールハウス

「祈　豪雨災害復興」
須佐公民館
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徳
川
家
康
が
武
力
を
背
景
に
幕
府
政

治
を
打
ち
立
て
た
17
世
紀
初
頭
の
日
本

は
、
お
そ
ら
く
世
界
有
数
の
軍
事
国
家

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
日
本

が
、
し
か
し
な
ぜ
、
19
世
紀
な
か
ば
に

軍
事
的
な
危
機
的
状
況
に
陥
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
わ
か
り
や
す
い
例
で
い
え

ば
、
今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
八
重
の

桜
」
に
、
幕
末
、
欧
米
諸
国
か
ら
輸
入

さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
銃
砲
が
登
場
し
た

が
、
そ
の
実
力
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ

た
の
か
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
銃
砲
と

は
、
小
銃
（
鉄
砲
）
と
大
砲
、
両
方
の

火
器
の
総
称
で
あ
る
。

　

火
薬
は
、
紙
・
印
刷
術
・
羅
針
盤
と

と
も
に
中
国
四
大
発
明
に
数
え
ら
れ
る
。

そ
れ
ら
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
わ
り
、
14

〜
16
世
紀
の
ル
ネ
サ
ン
ス
で
科
学
が
勃

興
し
、
新
し
い
技
術
開
発
が
相
次
い
だ
。

そ
の
過
程
で
15
世
紀
に
鉄
砲（
火
縄
銃
）

が
生
ま
れ
、
16
世
紀
に
そ
れ
が
日
本
へ

伝
来
し
た
（
注
１
）。

　

お
り
し
も
日
本
は
戦
国
争
乱
の
最
中

で
、
従
来
の
太
刀
・
弓
矢
・
騎
馬
か
ら

鉄
砲
へ
と
戦
場
の
主
役
が
変
わ
り
、
天

下
統
一
が
促
進
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
堺

（
現
大
阪
府
堺
市
）
や
国く
に
と
も友
（
現
滋
賀

県
長
浜
市
）
に
鉄
砲
鍛
冶
が
出
現
し
、

鉄
砲
は
日
本
独
特
の
発
達
を
と
げ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
徳
川
幕
府
は
、
戦
乱
を

終
息
さ
せ
る
と
直
ち
に
諸
大
名
の
鉄
砲

所
持
に
制
限
を
加
え
る
。
た
め
に
こ
れ

以
降
は
、
ひ
た
す
ら
鉄
砲
の
秘
事
を
守

り
続
け
る
砲
術
が
幕
府
や
藩
に
よ
っ
て

継
承
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
、
砲
術
の
流

派
は
４
０
０
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、

そ
の
目
的
は
、
武
器
と
し
て
の
実
用
性

を
高
め
る
こ
と
で
な
く
、
精
確
な
命
中

を
期
す
射
撃
技
量
の
向
上
を
図
る
こ
と

に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
鉄
砲
を
ハ
ー
ド

と
し
て
見
た
場
合
、
江
戸
時
代
初
頭
か

ら
幕
末
に
至
る
ま
で
、
構
造
的
に
ほ
と

ん
ど
形
を
変
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
元
来
、
外
来
技

術
で
あ
っ
た
鉄
砲
は
、
長
い
年
月
を
か

け
て
日
本
化
が
進
み
、
在
来
技
術
に
変

容
し
た
。

　

当
然
、
中
国
や
朝
鮮
に
も
火
器
は
存

在
し
た
が
、
儒
教
に
よ
る
文
人
政
治
で

は
道
徳
的
な
支
配
が
尊
重
さ
れ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
武
力
は
低
く
見
ら
れ
た
。

こ
の
た
め
銃
砲
の
発
達
は
東
ア
ジ
ア
ほ

ぼ
全
域
で
停
滞
し
た
。

　

一
方
、
欧
米
で
は
戦
争
が
途
絶
え

ず
、
と
く
に
19
世
紀
以
降
、
銃
砲
が

飛
躍
的
に
発
達
し
た
。
銃
砲
史
で
特

筆
さ
れ
る
戦
争
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦

争
（
１
７
９
６
〜
１
８
１
５
）、
ク
リ

ミ
ア
戦
争
（
１
８
５
３
〜
１
８
５
６
）、

南
北
戦
争
（
１
８
６
１
〜
１
８
６
５
）、

普ふ
お
う墺

戦
争
（
１
８
６
６
）
な
ど
で
あ
る
。

　

鉄
砲
は
、
点
火
方
式
の
面
で
大
ま
か

に
火
縄
式
、
燧

す
い
せ
き石
式
、
雷

ら
い
か
ん管
式
へ
と
数

百
年
か
け
て
改
良
さ
れ
た
。
燧
石
式
は

16
世
紀
な
か
ば
に
オ
ラ
ン
ダ
で
発
明

さ
れ
た
が
、
火
打
石
を
鋼
鉄
面
に
打

ち
付
け
て
点
火
す
る
た
め
、
火
縄
式

同
様
、
風
雨
に
弱
か
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
19
世
紀
前
半
に
ア
メ
リ
カ
で
雷
管

式
が
発
明
さ
れ
る
と
、
天
候
に
左
右
さ

れ
な
く
な
っ
た
。
雷
管
は
雷ら

い
こ
う汞
（
雷
酸

水
銀
）
を
金
属
容
器
に
詰
め
た
起
爆
剤

で
、
衝
撃
や
摩
擦
で
容
易
な
発
火
を

可
能
と
し
た
。
高
島
秋し

ゅ
う
は
ん
帆
が
天
保
２

年
（
１
８
３
１
）
に
初
め
て
輸
入
し
た

ゲ
ベ
ー
ル
銃
は
燧
石
式
で
あ
っ
た
が
、

１
８
４
０
年
代
に
雷
管
式
に
変
わ
る
。

な
お
「
ゲ
ベ
ー
ル
」
は
オ
ラ
ン
ダ
語
で

小
銃
・
歩
兵
銃
を
意
味
す
る
が
、
日
本

で
は
銃
の
固
有
名
詞
と
化
し
た
。

　

長
州
藩
は
万
延
元
年
（
１
８
６
０
）、

長
崎
で
初
め
て
ゲ
ベ
ー
ル
銃
１
０
０
０

挺
を
購
入
し
た
と
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
19
世
紀
な
か
ば
、施
し
じ
ょ
う
じ
ゅ
う

条
銃（
ラ

イ
フ
ル
銃
）
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、

鉄
砲
は
狙
撃
能
力
の
面
で
桁
違
い
に
進

歩
し
た
。

　

旧
来
の
火
縄
銃
や
ゲ
ベ
ー
ル
銃
な
ど

は
、
球
形
弾
丸
を
無
回
転
で
飛
ば
し

て
い
た
た
め
、
滑

か
っ
こ
う
じ
ゅ
う

腔
銃
と
総
称
さ
れ

る
。
こ
れ
に
対
し
施
条
銃
は
、
銃
身
内

面
に
螺
旋
状
の
溝
を
刻
ん
だ
こ
と
に
よ

り
、
尖

せ
ん
と
う頭

形
の
弾
丸
に
ジ
ャ
イ
ロ
回
転

を
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
施
条
銃
は
、

滑
腔
銃
よ
り
も
弾
道
が
安
定
し
、
命

中
率
・
射
程
距
離
が
格
段
に
向
上
し

た
の
で
あ
る
。
実
戦
で
の
射
程
距
離

は
、
滑
腔
銃
で
は
１
０
０
ｍ
程
度
だ
っ

た
の
に
対
し
、
施
条
銃
で
は
５
０
０
〜

１
０
０
０
ｍ
程
度
に
ま
で
伸
び
た
と
さ

れ
る
。
こ
こ
で
、
滑
腔
銃
は
旧
式
、
施

条
銃
は
新
式
と
の
区
別
を
強
調
し
て
お

く
（
左
図
）。

　

施
条
銃
で
も
っ
と
も
有
名
な
の
は
、

１
８
４
９
年
に
フ
ラ
ン
ス
陸
軍
の
ミ
ニ

エ
ー
大
尉
が
開
発
し
た
尖
頭
弾
（
椎

の
実
弾
）
を
使
用
す
る
ミ
ニ
エ
ー
銃

だ
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
ミ
ニ
エ
ー
銃
を
改

良
し
た
エ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
銃
が
完
成
し
、

１
８
５
３
年
に
陸
軍
に
採
用
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
施
条
銃
を
装
備
し
た
英
仏
両

軍
は
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
で
ト
ル
コ
に
加

担
し
て
ロ
シ
ア
軍
を
散
々
に
打
ち
破
り
、

性
能
の
高
さ
を
証
明
し
た
。

　

長
州
藩
は
慶
応
元
年
（
１
８
６
５
）、

道
迫
真
吾
（
萩
博
物
館
主
任
研
究
員
）

◆幕末に使用された主な旧式・新式鉄砲の分類

滑
かっこう

腔銃
【旧式】 前装式

火縄銃
ゲベール銃

施
しじょう

条銃
（ライフル銃）
【新式】

ミニエー銃

後装式

エンフィールド銃
スナイドル銃
スペンサー銃
ウィンチェスター銃

旧式・新式鉄砲の弾丸発射の比較

滑腔銃（旧式）

施条銃（新式）
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は
、「
鉄
砲
革
命
」
の
申
し
子
の
ご
と

き
最
新
鋭
の
連
発
ラ
イ
フ
ル
銃
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

【
用
語
注
】

（
１
）
鉄
砲
伝
来
：
通
説
で
は
、
天
文

12
年
（
１
５
４
３
）
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が

種
子
島
に
火
縄
銃
を
伝
え
た
と
さ
れ

る
。
こ
れ
に
対
し
、
宇
田
川
武
久
『
真

説 

鉄
砲
伝
来
』（
平
凡
社
、
２
０
０
７

年
）
は
、
倭
寇
が
西
日
本
各
地
に
鉄
砲

を
も
た
ら
す
な
ど
、
種
子
島
以
外
に
も

複
数
の
鉄
砲
伝
来
ル
ー
ト
が
存
在
し
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
倭
寇
は
、
中

国
・
朝
鮮
沿
岸
に
出
没
し
略
奪
や
密
貿

易
を
行
っ
た
海
賊
集
団
。

薩
摩
藩
名
義
で
イ
ギ
リ
ス
か
ら

１
０
０
０
挺
単
位
で
エ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

銃
を
仕
入
れ
た
。
史
料
に
よ
っ
て
は
ミ

ニ
エ
ー
銃
、
あ
る
い
は
エ
ン
ピ
ー
ル
銃

な
ど
と
表
記
さ
れ
る
の
で
混
乱
す
る
が
、

と
も
か
く
も
長
州
藩
が
施
条
銃
を
保
有

し
え
た
こ
と
は
軍
事
力
の
大
幅
増
強
に

つ
な
が
っ
た
。

　

以
上
は
、
銃
じ
ゅ
う
こ
う

口
か
ら
弾
薬
を
装そ

う
て
ん填

す

る
前
装
式
（
先
込
式
）
の
鉄
砲
で
あ
る

が
、
さ
ら
に
薬

や
っ
き
ょ
う

莢
の
発
明
に
よ
り
、
銃

身
の
後
部
か
ら
弾
薬
を
装
填
す
る
後
装

式
（
元
込
式
）
の
鉄
砲
が
出
現
し
た
。

前
装
式
で
は
兵
士
が
立
っ
た
姿
勢
で
弾

薬
を
装
填
す
る
た
め
敵
の
標
的
に
な
り

や
す
か
っ
た
が
、
後
装
式
の
登
場
に
よ

り
、
兵
士
は
し
ゃ
が
ん
で
弾
薬
を
装
填

で
き
、
か
つ
短
い
間
隔
で
射
撃
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

１
８
６
０
年
代
に
は
欧
米
各
国
が

競
っ
て
諸
種
の
施
条
銃
を
開
発
し
た
の

で
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
イ
ギ
リ

ス
で
は
エ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
銃
を
後
装
式

に
改
造
し
た
ス
ナ
イ
ド
ル
銃
が
開
発
さ

れ
、
１
８
６
６
年
に
陸
軍
に
採
用
さ
れ

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
長
州
藩
は
戊

辰
戦
争
時
に
装
備
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
銃
器
（
ハ
ー
ド
）
の
発
達
は
、

戦
術
（
ソ
フ
ト
）
に
も
影
響
を
及
ぼ
し

た
。
火
縄
銃
の
よ
う
な
滑
腔
銃
は
、
密

集
部
隊
か
ら
の
一
斉
射
撃
で
弾
幕
を
張

る
こ
と
に
効
果
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が

施
条
銃
は
、
遠
距
離
か
ら
精
度
の
高
い

射
撃
が
で
き
る
た
め
、
兵
を
散
開
さ
せ

る
散さ

ん
ぺ
い兵

戦
術
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
長
州
藩
が
幕
長
戦
争（
四
境
戦
争
）

に
お
い
て
、
兵
士
の
数
で
は
圧
倒
的
優

位
に
あ
っ
た
幕
府
征
長
軍
を
撃
退
で
き

た
理
由
は
、
施
条
銃
を
装
備
し
、
か
つ

散
兵
戦
術
を
と
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら

な
い
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、欧
米
に
お
け
る
科
学
・

技
術
の
発
達
と
と
も
に
進
化
し
た
鉄
砲

は
、
産
業
革
命
の
影
響
を
受
け
て
生
産

面
の
う
え
で
も
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。

産
業
革
命
は
18
世
紀
中
期
に
イ
ギ
リ
ス

で
綿
工
業
を
中
心
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ

る
が
、
要
は
鉄
砲
の
場
合
で
も
、
機
械

設
備
を
整
え
た
工
場
で
同
品
質
・
同
規

格
の
製
品
を
大
量
に
生
産
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
先
に
紹
介

し
た
イ
ギ
リ
ス
の
例
で
い
え
ば
、
エ
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
銃
は
ロ
ン
ド
ン
北
部
の
エ

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
兵へ
い
き
し
ょ
う

器
廠
で
製
造
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
工
業
化
が
発

達
し
た
19
世
紀
の
欧
米
で
は
、
鉄
砲
が

量
産
化
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
幕
末

維
新
期
に
幕
府
は
も
と
よ
り
、
薩
摩
藩

や
佐
賀
藩
、
長
州
藩
な
ど
が
欧
米
各
国

に
何
千
、
何
万
挺
と
鉄
砲
を
発
注
し
た

こ
と
が
判
明
し
て
い
る
が
、
欧
米
が
こ

れ
ら
に
即
座
に
対
応
で
き
た
の
は
、
商

品
と
し
て
の
鉄
砲
を
大
量
生
産
で
き
る

シ
ス
テ
ム
が
整
っ
て
い
た
か
ら
に
ほ
か

な
ら
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
江
戸
時
代
の
日
本
で
は
、

鉄
砲
す
な
わ
ち
火
縄
銃
を
鍛
冶
職
人
ら

が
分
担
し
て
一
挺
ず
つ
手
づ
く
り
し
て

い
た
。
火
縄
銃
の
銃
身
に
職
人
の
名
が

刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
は
、
彼

ら
が
丹
誠
を
込
め
て
芸
術
品
の
よ
う
に

し
て
製
作
し
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ

る
。
し
か
し
こ
れ
で
は
、
ネ
ジ
や
バ
ネ

な
ど
部
品
の
作
成
か
ら
組
み
立
て
ま
で
、

一
貫
し
て
工
場
で
行
っ
た
欧
米
に
敵
う

は
ず
が
あ
る
ま
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
欧
米
の
鉄
砲
は
、
科

学
・
技
術
・
構
造
・
生
産
な
ど
あ
ら
ゆ

る
面
で
、
日
本
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ

ど
の
発
展
を
遂
げ
て
い
た
。
私
は
こ
の

現
象
を
、
産
業
革
命
を
も
じ
っ
て
「
鉄

砲
革
命
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
山
本
（
新
島
）

八
重
が
使
っ
た
鉄
砲
を
比
較
し
よ
う
。

八
重
が
兄
覚か

く
ま馬

に
教
わ
っ
た
の
は
、
先

に
紹
介
し
た
旧
式
の
ゲ
ベ
ー
ル
銃
で
あ

①ゲベール銃

②エンフィールド銃

③スナイドル銃

④スペンサー銃

⑤ウィンチェスター銃

すべて小川忠文氏（下関市）蔵

る
。
と
こ
ろ
が
、
八
重
は
会
津
若
松
城

に
籠
城
し
た
と
き
、
新
式
の
ス
ペ
ン

サ
ー
銃
を
携
え
て
い
た
。
ゲ
ベ
ー
ル
銃

は
雷
管
式
と
は
い
え
、
前
装
式
滑
腔
銃

で
あ
る
た
め
火
縄
銃
と
さ
ほ
ど
実
力
は

変
わ
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ス

ペ
ン
サ
ー
銃
は
ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ

南
北
戦
争
に
て
普
及
し
た
後
装
式
施
条

７
連
発
銃
で
あ
っ
た
。
同
じ
洋
式
銃
と

は
い
え
、
実
戦
で
の
能
力
発
揮
に
雲
泥

の
差
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。「
八
重
の
桜
」
で
は
、
南
北
戦
争

で
余
剰
と
な
っ
た
鉄
砲
が
日
本
に
も
た

ら
さ
れ
た
と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
19

世
紀
な
か
ば
の
欧
米
は
「
鉄
砲
革
命
」

の
真
盛
り
で
、
軍
事
力
の
近
代
化
を
進

め
る
日
本
は
格
好
の
市
場
と
さ
れ
た
。

八
重
の
手
元
に
あ
っ
た
ス
ペ
ン
サ
ー
銃
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萩
市
椿
東
の
萩
ガ
ラ
ス
工
房
（
藤
田

洪
太
郎
社
長
）
が
岩
手
県
盛
岡
市
の
浄

じ
ょ
う

法ぼ
う

寺じ

漆
産
業
と
共
同
で
制
作
し
た
製
品

「
ウ
ル
シ
ト
グ
ラ
ス
」
が
今
年
の
グ
ッ

ド
デ
ザ
イ
ン
賞
（
日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興

会
主
催
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

対
象
の
製
品
は
、
萩
ガ
ラ
ス
の
グ

ラ
ス
や
と
っ
く
り
に
、
茶
た
く
や
ふ

た
、
お
ち
ょ
こ
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の

で
、
山
口
県
立
大
学
の
山
口
光

ひ
か
る

准
教

授
（
盛
岡
市
出
身
）
が
デ
ザ
イ
ン
し
ま

し
た
。
デ
ザ
イ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
流

行
に
左
右
さ
れ
ず
長
く
使
え
る
シ
ン
プ

ル
な
形
状
」
と
の
こ
と
。

　

浄
法
寺
漆
の
落
ち
着
い
た
色
合
い
に
、

萩
ガ
ラ
ス
の
美
し
い
緑
色
や
繊
細
な
ヒ

ビ
の
模
様
が
よ
く
映
え
て
い
ま
す
。

　

浄
法
寺
漆
は
、
市
場
の
わ
ず
か
１
％

し
か
な
い
日
本
産
漆
の
７
割
を
占
め
、

国
宝
修
復
等
に
欠
か
せ
な
い
貴
重
な
も

の
で
、
萩
市
笠
山
の
石
英
玄
武
岩
か
ら

精
製
さ
れ
た
萩
ガ
ラ
ス
と
の
、
ふ
た
つ

の
伝
統
工
芸
を
組
み
合
わ
せ
た
「
個
性

あ
る
造
形
と
機
能
性
の
両
立
」
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
田
社
長
は
「
純
国
産
漆
を
使
用
し

て
い
る
業
界
の
ト
ッ
プ
と
手
を
結
ん
だ

こ
と
に
意
味
が
あ
り
、
品
質
が
保
証
さ

れ
て
い
る
。
や
っ
と
選
ば
れ
た
」
と
喜

び
を
語
り
ま
し
た
。

　

10
月
30
日
か
ら
販
売
を
開
始
、
萩
ガ

ラ
ス
工
房
の
ほ
か
、
日
本
橋
三
越
本
店
、

日
本
橋
タ
カ
シ
マ
ヤ
、
伊
勢
丹
新
宿
店

の
特
選
売
場
で
購
入
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
ガ
ラ
ス
工
房

（
０
８
３
８
・
２
６
・
２
５
５
５
）

　

地
元
の
厳
選
さ
れ
た
食
材
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
地
元
企
業
の
卓
越
し
た
加
工
技

術
を
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ
た
商
品

作
り
を
し
て
い
る
井
上
商
店
の
ク
オ
リ

テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
新
商
品
が
発

売
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
商
品
は
、
ミ
ヨ
シ
ノ
醤
油
と

連
携
し
、
国
産
丸
大
豆
醤
油
と
産
地

に
こ
だ
わ
っ
た
原
料
を
ブ
レ
ン
ド
し

た
「
山
口
・
萩　

焼
肉
の
た
れ
」
で
す
。

味
は
、
醤
油
と
味
噌
の
２
種
類
で
、
大

島
特
産
の
赤
に
ん
に
く
、
萩
産
の
た
ま

ね
ぎ
、
に
ん
に
く
、
い
り
ご
ま
を
使
用

し
、
醤
油
味
に
は
小
川
産
の
り
ん
ご
、

■
問
い
合
わ
せ　

井
上
商
店
（
０
８
３

８
・
２
２
・
０
８
１
２
）、
ミ
ヨ
シ
ノ
醤

油
（
２
２
・
０
５
１
４
）

阿武町
　

平
成
18
年
度
か
ら
事
業
に
着
手
し

８
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
奈
古
駅
の

南
側
と
国
道
１
９
１
号
を
線
路
を
ま

た
い
で
つ
な
ぐ
、
町
道
汐
入
野
地
線

道
路
が
竣
工
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
奈
古
駅
の
南
側
が
近
年

町
営
住
宅
や
宅
地
分
譲
団
地
な
ど
に

よ
り
人
口
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
や
、

通
勤
・
通
学
で
阿
武
小
学
校
前
の
踏

切
を
渡
る
こ
と
が
、
遠
回
り
に
な
る

こ
と
か
ら
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
新
設
さ
れ
た
道
路
の
延
長
は

７
９
０
ｍ
で
片
側
１
車
線
、
総
事
業

費
は
約
12
億
円
で
す
。

　

10
月
５
日
に
行
わ
れ
た
竣
工
式
で

は
、
中
村
秀
明
町
長
が
「
こ
れ
ま
で

地
区
の
中
心
を
国
道
１
９
１
号
と
Ｊ

Ｒ
の
線
路
が
通
り
、
北
と
南
に
分
か

れ
て
い
た
奈
古
地
区
の
ア
ク
セ
ス
も

ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
も

安
全
な
道
を
歩
け
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

奈
古
駅
の
南
側
に
は
、
憩
い
の
場

と
し
て
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
芝
生

公
園
「
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
あ
ぶ
」
が

あ
り
、
バ
イ
パ
ス
道
路
か
ら
接
続
で

き
ま
す
。
こ
の
道
路
の
完
成
に
よ
っ

て
、
町
の
一
体
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

奈古駅（右）そばに陸橋

耐熱ひび
グラス スリット

蓋つきグラス

角徳利
丸徳利

価格：7,200～15,000円

　

10
月
26
日
に
広
島
県
福
山
市
ふ
く

や
ま
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
「
第
66
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
全
国
大
会
」
に
、
高
校
Ｂ
グ
ル
ー

プ
（
33
人
以
上
）
の
中
国
５
県
代
表

と
し
て
出
場
し
た
萩
高
校
合
唱
部
が

銅
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

萩
高
校
合
唱
部
は
県
内
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
実
力
で
、
２
年
連
続
４
回
目

の
出
場
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
出
場
と
併
せ
て
４
年
連

続
で
全
国
大
会
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
1
月
号
で
、
顧
問
の
有
冨
美

子
先
生
を
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

味
噌
味
に
は
柚
子
果
汁
な
ど
、
こ
だ
わ

り
の
食
材
で
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　

担
当
者
に
よ
る
と
「
ミ
ヨ
シ
ノ
醤
油

の
国
産
丸
大
豆
醤
油
を
使
用
し
て
い
る

の
で
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
味
わ
い
。
特
に

味
噌
味
は
柚
子
を
使
い
後
味
が
ス
ッ
キ

リ
し
て
、
ホ
ル
モ
ン
に
も
よ
く
合
い
ま

す
」。

　

各
２
２
０
ｇ
で
６
３
０
円
（
税
込
）。

井
上
商
店
直
営
店
な
ど
で
お
買
い
求
め

い
た
だ
け
ま
す
。
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「クラス会をいつ、どこで開催します」という
情報をお寄せください。萩の資料を送ります。
投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

ください！

情報

　“古希”の祝いから２年目の開催にもかかわらず27人（男
14 人、女 13 人）の参加者、遠くは埼玉県春日部市、薩摩
川内市から馳せ参じて来てくれました。宴会場では午後６
時から８時 30 分まで、二次会は別室を設け 11 時 45 分ま
で、「子どもの頃の思い出から、現況報告」に大いに盛り
上がり、次回の再開を約して別れました。

幹事　藤村宏祐（下関市在住）

会員投稿 萩本陣9月7日 9月1日 西鉄グランドホテル（福岡市）

　22 回目となる九州支部総会が、博多中心街の天神で開
催され、30 人が参加しました。支部長の藤田博文さん（昭
和 34 年卒）から、最近の出席者は少ないので、つばき会
九州支部との合同開催を今後、検討していきたいとあいさ
つがありました。乾杯の音頭は一番若い、鍛

か じ た に

冶谷充正さん
（平成８年卒）、昨年末に産経新聞生活情報センターから「人
をつくる」を出版された副支部長の須郷昌徳さん（34 年
卒）、ともに今夏の豪雨災害で被災した田万川の小川出身。

　５回目となる九州支部総会が、小倉駅内の
会場で開催され、30 人が参加しました。北
九州と博多で隔年開催していますが、支部
長の上

か み む ら

村豊さん（商業、昭和 43 年卒）から、
博多開催の２年に１回は九州指月会と合同で、
北九州開催の２年に１回は下関支部と合同で
開催したいとの発表がありました。恩師の児
玉明先生（工業高校、84 歳）、吉中孝司先生

（商業高校）も元気に参加されました。

ステーションホテル小倉（北九州市）10月19日

　
翠山荘（山口市）10月18日

　57 人が出席。毎年、萩高校開校日に開催。
役員改選で東

ひがし

章会長（昭和 32 年卒）が再任。
「前回会長を引き受けたとき、先輩から年に
一度の会員の交流と名簿管理が重要といわれ
たので、自分の使命として皆が集まりやすい
同窓会を心がけたい」と東会長。
　幹事長は引き続き中原重政さん（山口県庁、
昭和 57 年卒）
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東
北
地
区

■
岡
田
裕 

作
陶
展

11
月
３
日
（
日
・
祝
）
〜
24
日
（
日
）

福
島
県
福
島
市
松
川
町
沼
袋
字
北
原
88

︲
２　

お
お
つ
き
画
廊

（
０
２
４
・
５
６
７
・
６
０
３
３
）

■
長
岡
あ
ゆ
み
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

　

萩
市
出
身
（
萩
光
塩
学
院
卒
）
ピ
ア

ニ
ス
ト
、
大
槌
町
で
の
２
回
目
の
コ
ン

サ
ー
ト
。
シ
ョ
パ
ン
ほ
か
、
入
場
無
料
。

11
月
16
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

岩
手
県
大
槌
町
小
槌
第
32
地
割
１
２
６

大
槌
町
城
山
公
園
体
育
館

（
問
）
カ
リ
タ
ス
大
槌
ベ
ー
ス

（
０
１
９
３
・
５
５
・
５
８
８
５
）

■
つ
ば
き
会
関
東
支
部
総
会

　

関
東
地
区
の
萩
商
工
同
窓
会
。

11
月
９
日（
土
）
午
後
２
時
〜
５
時

東
京
都
品
川
区
大
崎
（
大
崎
駅
東
口
）

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
イ
ン
東
京

（
０
４
９
・
２
５
４
・
８
１
３
２
）
波
田

■
東
京
須
佐
弥
富
会

　

関
東
地
区
の
須
佐
地
域
同
郷
会
。

11
月
16
日
（
土
）
正
午
〜
３
時

東
京
都
港
区
高
輪
（
品
川
駅
高
輪
口
）

日
立
金
属 

高
輪
和わ

き
ょ
う
か
ん

彊
館

（
０
４
６
２
・
５
５
・
６
２
０
７
）
勝
山

■
島
根
・
山
口
観
光
物
産
展

　

井
上
商
店
の
水
産
加
工
品
、
村
田
蒲

鉾
店
の
練
り
製
品
、
い
と
う
の
萩
焼
、

た
け
な
か
の
夏
み
か
ん
加
工
品
を
販
売
。

11
月
４
日
（
月
・
振
休
）
ま
で

神
奈
川
県
川
崎
市
川
崎
区
駅
前
本
町
26

︲
２　

川
崎
ア
ゼ
リ
ア
内
「
ス
タ
ジ
オ

ア
ゼ
リ
ア
」（
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
地
下
街
）

（
０
４
４
・
２
３
３
・
７
８
７
４
）

■Tokyo D
esigners W

eek 2013
　

リ
バ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ブ
ー
ス

にT
A

K
E

 create H
agi

と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
商
品
を
展
示
・
販
売
。

11
月
４
日（
月
・
振
休
）ま
で
、
午
前
11

時
〜
午
後
９
時（
最
終
日
は
午
後
８
時
）

東
京
都
新
宿
区　

明
治
神
宮
外
苑
・
絵

画
館
前

チ
ケ
ッ
ト　

２
５
０
０
円

■
萩 

波
多
野
英
生 

陶
展

11
月
５
日
（
火
）
ま
で

東
京
都
中
央
区　

日
本
橋
三
越
本
店　

６
階
美
術
サ
ロ
ン

（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

■
現
代
の
名
碗

　

三
輪
壽
雪
、岡
田
裕
、兼
田
昌
尚
の
作

品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
１
月
５
日（
日
）ま
で

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
４
︲
１
︲
35
西
久

保
ビ
ル　

菊
池
寛
実
記
念 

智
美
術
館

（
０
３
・
５
７
３
３
・
５
１
３
１
）

○
地
下
鉄　

日
比
谷
線
「
神
谷
町
駅
」、

南
北
線
「
六
本
木
一
丁
目
駅
」、
銀
座

線「
溜
池
山
王
駅
」か
ら
徒
歩
６
〜
８
分

■
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
　

井
上
商
店
の
し
そ
わ
か
め
、
た
け
な

か
の
夏
み
か
ん
加
工
品
を
販
売
。

11
月
２
日
（
土
）
〜
４
日
（
月
・
振
休
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分
（
４

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

東
京
都
港
区
南
青
山
５
︲
４
︲
41

ふ
く
い
南
青
山
２
９
１

（
問
）
山
口
県
東
京
事
務
所

（
０
３
・
３
５
０
２
・
３
３
５
５
）

■
内
田
青
虹
展
ー
ガ
ラ
シ
ャ
と
私
・
そ

し
て
歴
史
画
ー

　

萩
市
出
身
（
萩
高
卒
）
の
歴
史
人
物

画
家
。
新
作「
卑
弥
呼
は
い
づ
こ
に
？
」

「
高
杉
晋
作
」
ほ
か
版
画
な
ど
約
20
点
。

11
月
７
日
（
木
）
〜
13
日
（
水
）
正
午

〜
午
後
６
時（
13
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

東
京
都
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
東
町
１
︲
１

︲
19　

リ
ベ
ス
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
創

（
０
４
２
２
・
２
２
・
６
６
１
５
）

■
農
林
水
産
祭 

実
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

　

萩
の
海
産
物
や
か
ま
ぼ
こ
、
し
そ
わ

か
め
等
を
販
売
。

11
月
８
日
（
金
）、
９
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

東
京
都
新
宿
区　

明
治
公
園
・
霞
岳
広

場
（
千
駄
ヶ
谷
駅
、
国
立
競
技
場
駅
）

（
問
）
山
口
県
農
林
水
産
部
企
画
流
通

課
（
０
８
３
・
９
３
３
・
３
３
６
０
）

■
京
急
百
貨
店
「
冬
の
日
本
海
味
め
ぐ

り
」

　

忠
小
兵
衛
の
か
ま
ぼ
こ
を
販
売
予
定
。

11
月
14
日
（
木
）
〜
20
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
午
後
８
時

神
奈
川
県
横
浜
市
港
南
区（
上
大
岡
駅
）

京
急
百
貨
店　

食
品
催
事
場

（
０
４
５
・
８
４
８
・
１
１
１
１
）

■
萩
か
ま
ぼ
こ
フ
ェ
ア

　

萩
蒲
鉾
組
合
７
社
の
Ｐ
Ｒ
、
試
食
・

販
売
を
実
施
。

11
月
23
日
（
土
）、
24
日
（
日
）
午
前

10
時
〜

東
京
都
中
央
区
築
地
４
︲
16
︲
２
︲

１
０
９

ブ
ッ
チ
ー
ネ
（
築
地
場
外
市
場
）

（
０
８
０
・
７
０
７
８
・
０
４
０
７
）

■
濱
中
史
朗
展

12
月
14
日
（
土
）
〜
22
日
（
日
）

東
京
都
港
区
元
麻
布
３
︲
12
︲
46

さ
る
山（
０
３
・
３
４
０
１
・
５
９
３
５
）

■
お
い
で
ま
せ
山
口
館
イ
ベ
ン
ト

「
年
末
大
売
り
出
し
」

　

萩
の
か
ま
ぼ
こ
や
た
け
な
か
の
夏
み

か
ん
加
工
品
な
ど
を
販
売
。

12
月
下
旬

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
︲
３
︲
４

日
本
橋
プ
ラ
ザ
ビ
ル
１
階

　
　
　
（
０
３
・
３
２
３
１
・
１
８
６
３
）

■
岡
田
裕
・
泰　

父
子
展

平
成
26
年
１
月
８
日（
水
）〜
14
日（
火
）

東
京
都
中
央
区　

日
本
橋
三
越
本
店　

６
階
美
術
特
選
画
廊

（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

■
企
画
展
「
没
後
50
年 

松
林
桂
月
〜

水
墨
を
極
め
、
画
中
に
詠
う
」

　

松
林
桂
月
は
、
萩
に
生
ま
れ
、
東
京

に
出
て
渡
辺
崋
山
の
孫
弟
子
に
あ
た
る

関
東
地
区

野
口
幽
谷
に
師
事
。
山
口
県
立
美
術
館

の
30
年
ぶ
り
の
回
顧
展
が
巡
回
。

11
月
30
日
（
土
）
〜
平
成
26
年
１
月
13

日
（
月
・
祝
）

愛
知
県
田
原
市
田
原
町
巴
江
11
︲
１

田
原
市
博
物
館

（
０
５
３
１
・
２
２
・
１
７
２
０
）

■
ａ
ｋ
ａ
ｒ
ｉ
展

　

濱
中
史
朗
の
陶
芸
が
出
品
さ
れ
ま
す
。

12
月
14
日
（
土
）
〜
23
日
（
月
・
祝
）

兵
庫
県
芦
屋
市
公
光
町
10
︲
10

bonton

（
０
７
９
７
・
３
４
・
１
６
７
８
）

■
日
々
の
酒
で
囲
む
日
々
の
食
卓

　

濱
中
史
朗
の
陶
芸
が
出
品
さ
れ
ま
す
。

11
月
２
日
（
土
）
〜
18
日
（
月
）

広
島
県
広
島
市
中
区
本
川
町
２
︲
１
︲

13
和
光
パ
レ
ス
21
︲
１
階　

L
O

U
T

O

（
０
８
２
・
５
７
８
・
２
５
３
４
）

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

　

陶
芸
家　

岡
田
裕
、
岡
田
泰
、
渋

谷
英
一
、
玉
村
登
陽
、
野
坂
和
左
、

松
尾
優
子
の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

◆
岡
山
展　

11
月
12
日（
火
）〜
12
月

８
日（
日
）
岡
山
県
立
美
術
館

◆
松
江
展　

12
月
11
日（
水
）〜
25
日

（
水
）
島
根
県
立
美
術
館

◆
高
松
展　

平
成
26
年
１
月
２
日

（
木
）〜
19
日（
日
）香
川
県
立
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム

日
本
伝
統
工
芸
展

第
60
回関

西
地
区

東
海
地
区

中
国
地
区
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福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
天
神

福
岡
天
神
大
丸 

６
階
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（
０
９
２
・
７
１
２
・
８
１
８
１
）

■
歴
史
講
演
会
「
本
能
寺
の
変
４
２
７

年
目
の
真
実
と
北
九
州
と
の
か
か
わ
り
」

講
師　

内
田
青
虹
（
歴
史
人
物
画
家
）

11
月
22
日
（
金
）
午
後
５
時
30
分
〜

北
九
州
市
小
倉
北
区
馬
借
町
１
︲
39
ク

エ
ス
ト
第
２
ビ
ル
５
階

Ｔ
Ｋ
Ｐ
小
倉
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
（
会
費
１
０
０
０
円
）

（
０
３
・
６
７
９
４
・
０
２
８
８
）
大
鬼

■
行
動
美
術
九
州
展

　

画
家
・
藤
崎
恒
頼
の
作
品
が
出
品
さ

れ
ま
す
。

12
月
10
日
（
火
）
〜
15
日
（
日
）

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
大
濠
公
園
１
︲

６　

福
岡
市
美
術
館

（
０
９
２
・
７
１
４
・
６
０
５
１
）

■
濱
中
孝
子
展
（
ジ
ュ
エ
リ
ー
）

12
月
14
日
（
土
）
〜
25
日
（
水
）

佐
賀
県
佐
賀
市
神
野
西
３
︲
12
︲
25

L
am

p

（
０
９
５
２
・
２
０
・
２
１
３
３
）

■
つ
ば
き
会
下
関
支
部
・
巴
城
会

　

下
関
地
区
の
萩
商
工
、
萩
高
の
合
同

同
窓
会
。

11
月
16
日（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜

下
関
市
彦
島
西
山
町
南は

え
ど
ま
り

風
泊　

漁
港
活

魚
セ
ン
タ
ー

（
０
９
０
・
４
６
５
２
・
５
０
２
８
）
原

■
萩
焼
次
代
の
息
吹 

萩
焼
精
鋭
作
家

12
人
展

　

玉
村
信
一
、
兼
田
知
明
、
厚
東
孝
明
、

松
野
創
平
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

11
月
27
日
（
水
）
〜
12
月
２
日
（
月
）

山
口
市
中
市
町
３
︲
３

井
筒
屋
５
階
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
０
８
３
・
９
０
２
・
１
１
１
１
）

■
グ
ル
ー
プ
展 

「X
m

as

　

田
村
覚
志
さ
ん（
Ｔ
Ａ
Ｚ
Ｚ
）線
描
画

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

12
月
７
日（
土
）〜
15
日（
日
）

山
口
市
道
場
門
前
２
︲
４
︲
24

     S
IL

V
E

R

（
０
８
３
・
９
２
１
・
５
５
５
３
）

■
船
崎
透 

作
陶
展

12
月
11
日
（
水
）
〜
17
日
（
火
）

山
口
市
中
市
町
３
︲
３

井
筒
屋　

５
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
０
８
３
・
９
０
２
・
１
１
１
１
）

■
司
馬
遼
太
郎
が
描
か
な
か
っ
た
幕
末

ー
松
陰
・
龍
馬
・
晋
作
の
実
像

一
坂
太
郎（
萩
博
物
館
特
別
学
芸
員
）

　

龍
馬
の
一
喝
で
、
薩
長
が
提
携
し
た

の
は
本
当
か
？
国
民
的
作
家
の
作
品
を

読
み
解
き
つ
つ
、
歴
史
の
真
実
を
探
る
。

■
私
の
日
本
地
図
13
萩
付
近

宮
本
常
一
著
作
集
別
集

　

萩
と
い
う
町
が
な
ぜ
古
い
城
下
町
の

佇
ま
い
を
多
分
に
残
し
て
、
今
日
に

至
っ
た
の
か
。
見
島
、
萩
六
島
、
周
辺

有
延
良
江
さ
ん　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

中
原
健
治
さ
ん　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

森
茂
明
さ
ん　
　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

岩
崎
尚
子
さ
ん　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
）

吉
原
奈
美
さ
ん　
　
（
岐
阜
県
岐
阜
市
）

陽
修
明
さ
ん　
　
（
神
奈
川
県
秦
野
市
）

森
田
俊
輔
さ
ん（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

村
上
彌
生
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

清
田
司
さ
ん　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

藏
貫
忠
孝
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

澤
田
行
夫
さ
ん　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

服
部
英
治
さ
ん　
　
（
東
京
都
文
京
区
）

木
下
堅
固
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

松
本
兼
吾
さ
ん　
　
（
兵
庫
県
宝
塚
市
）

伊
藤
定
好
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

岡
崎
博
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

竹
重
浩
太
郎
さ
ん　
　
　
　
（
山
口
市
）

蔵
本
照
夫
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

末
成
哲
也
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

山
本
弦
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
下
関
市
）

末
田
良
一
さ
ん　
（
福
岡
県
北
九
州
市
）

林
吉
秀
さ
ん　
　
（
福
岡
県
北
九
州
市
）

（
８
月
25
日
〜
10
月
24
日　

22
人
）

新
規（
再
）加
入
会
員

■
岡
田
泰 

作
陶
展

11
月
26
日
（
火
）
〜
12
月
２
日
（
月
）

広
島
県
広
島
市
中
区
基
町
６
︲
27

そ
ご
う
広
島
店

（
０
８
２
・
２
２
５
・
２
１
１
１
）

■
襲
名
記
念 

十
三
世 
坂
高
麗
左
衛
門

展11
月
５
日
（
火
）
ま
で

出
版
情
報

　萩の映画館は最盛期（昭和 30 年〜 40
年代）には５館ありましたが、現在は萩
ツインシネマのみです。
　山口県内でも山口市、周南市、岩国市
の映画館が閉館するなか、萩ツインシネ
マも映画のデジタル化（約300万円）や施
設の老朽化に伴い設備改修経費もかかり、
経営が非常に困難になっています。
　人口５万人の街に映画館があるという
ことは全国的に珍しいことです。これか
らも萩の街に映画館を存続できるよう、
寄付金を募っています。
■振込先　（口座）山口銀行　萩支店　普
通預金６３０２９３８、（名義）特定非
営利法人 萩コミュニティシネマ 理事長 
髙
た か お

雄一
かずひさ

壽
■問い合わせ　萩コミュニティシネマ

（０８３８・２６・６７０５）柴田、阿武

の
農
山
村
漁
村
を
め
ぐ
り
、
萩
の
町
の

な
り
た
ち
と
背
後
の
村
々
と
の
密
接
な

結
び
つ
き
を
読
む
。
昭
和
49
年
刊
の
再

刊
。
萩
博
物
館
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ

う
博
物
館
が
編
集
協
力
。

■
山
口
県
立
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
名

品
選
集
「
東
洋
陶
磁
と
浮
世
絵
」

　

今
年
６
〜
７
月
に
東
京
・
根
津
美
術

館
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
山
口
県
立

美
術
館
・
浦
上
記
念
館
名
品
展　

や
き

も
の
が
好
き
、
浮
世
絵
も
好
き
」
に
際
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九
州
地
区

山
口
県
関
係

し
て
制
作
さ
れ
た
収
蔵
名
品
選
集
。
中

国
陶
磁
86
点
、
朝
鮮
陶
磁
44
点
、
浮
世

絵
版
画
62
点
収
録
。

■
吉
田
松
陰
と
塾
生

ー
松
陰
の
塾
生
に
つ
い
て
の
記
録
集

松
田
輝
夫　

編
著

　

松
陰
先
生
が
多
く
の
著
作
や
書
簡
の

な
か
で
書
き
遺
し
た
78
人
の
塾
生
、
門

下
生
に
つ
い
て
人
物
評
や
意
見
、
苦
言
、

称
賛
等
の
記
録
。
著
者
は
地
元
萩
の
松

陰
研
究
の
第
一
人
者
。

価
格　

１
５
０
０
円

発
行　

松
陰
神
社

①       M
A

T
S

U
IC

H
I

の
「
夏
み

か
ん
マ
ド
レ
ー
ヌ
」
を
10
名
様
。

②
マ
シ
ヤ
マ
印
刷
の
「
吉
田
松
陰
カ
レ

ン
ダ
ー
」
を
２
名
様
。

■
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
品
名
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
近
況
等
を
明
記
の

う
え
、
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ

ン
ト
係
ま
で
。
11
月
20
日（
消
印
有
効
）。

B
ox
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K
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K
E

N

プ
レ
ゼ
ン
ト



162013年11月（第114号）

11月9日（土）、10日（日）10:00～16：00
◇萩ふるさとまつり
11月10日（日）8:00～17:00
◇萩時代まつり
　萩時代パレードは12:00に中央公園
を出発し、金谷神社へ向かいます。今年
は奇兵隊結成150年記念奇兵隊パレー
ドも行います。

12月8日（日） 10:00～
◇萩城下町マラソン
12月14日（土）〜１月3日（金） 
17:30～22:00　※14日は18:00～
◇萩イルミネフェスタ
12月27日（金）〜31日（火） 9:00～18:00
◇萩・年末お魚市
平成25年１月２日（木） 13:30～15:00
◇萩市成人式

萩市観光協会　☎0838・25・1750
ントカレンダ−べイ

中央公園

中央公園
市内各所

JR 萩駅前

市内各所

道の駅「萩しーまーと」

萩市民館大ホール

　明治・大正から戦後にかけて活躍し
た萩出身の日本画家松林桂月は、生
涯をかけて南画の復興に尽力した。著
者は、新しい感覚や技法を加えた桂月
の南画に、「現代南画」の可能性を見
出し、桂月を近代絵画史に、特異な
位置を占める画家として評価する。

　高杉晋作や伊藤博文など、幕末期
に数多くの俊英を輩出した松下村塾
で、彼らが松陰に学んだのはわずか
３年にも満たない期間だった。松下
村塾では、どのような教育が行われ
ていたのか。それによって松陰が弟
子たちに求めたものは何だったのか。

39

申し込み 一般社団法人 萩ものがたり
（０８３８・２５・３２３３）

海う
み
は
ら原 

徹と
お
る（

京
都
大
学
名
誉
教
授
）

６
０
０
円

40菊
屋
吉よ
し
お生（

山
口
大
学
教
授
）

６
０
０
円

☎０８３８・２５・６４４７
萩博物館だより

☎０８３８・２４・２４００

1866ー1886

〜11月24日（日）

〜12月8日（日）

12月21日（土）〜平成26年2月9日（日）

西の浜 菊ヶ浜 雁島橋

萩市立
明倫小学校 松陰神社 

田床山

旧田中別邸

河添河川公園

指月山

東
萩
駅

玉
江
駅

萩
駅

萩反射炉

至津和野

至長門市

至山口市

鍵曲

萩市役所

191

191

191

191
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西の浜 菊ヶ浜 雁島橋

萩市立
明倫小学校

田床山

笠山椿群生林笠山椿群生林

▷裏面はポスト
カード、しおり


